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韓国からのお客さんと田浦保育所園児との交流
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　≪成績≫
ポンプ車操法の部
　優勝　芦北町機動分団
　２位　津奈木町機動隊
小型ポンプ操法の部
　優勝　芦北町第７分団
　２位　芦北町第２分団
　３位　津奈木町第４分団

　７月５日（土）６日（日）、鶴ヶ浜海水浴場、
芦北マリンパークビーチで第 21 回「ビー
チバレーインくまもと」が開催されました。
　芦北町と県バレーボール協会、テレビ熊
本が主催して行われた大会には、男子２人
制・４人制、女子４人制、混合４人制の４
部門に、県内外から３９０チーム１６００
人が参加して行われました。

　７月１３日（日）、熊本県消防協会芦北支部消
防ポンプ操法大会が開催されました。ポンプ車操
法の部と小型ポンプ操法の部で日ごろの練習の成
果を競いました。本町からは、ポンプ車操法の部
に機動分団、小型ポンプ操法の部に第７分団、第
２分団が出場しました。
　ポンプ車操法の部で優勝した機動分団と小型ポ
ンプ操法の部で優勝した第７分団は８月２４日に
阿蘇市で行われる県大会に出場します。県大会で
の活躍を期待します。

灼熱の太陽の下で

消防操法技術の向上を図る

　≪成績≫
【男子２人制】

①東国マシ②タニシ③小田・畑辺、PCC
【男子４人制】

①役無チョンボ②豊田少年の家③玉名っ子、F・M スリー
【女子４人制】

①４レスティン②豊田少女の家③華麗なる 23、チョコボール
【男女混合４人制】

①りんりんりん②来年もきます③浜の駅長、しゅんじいズ

男女混合の決勝

小型ポンプ操法で優勝した第７分団

ポンプ車操法で優勝した機動分団

韓
国 

忠
清
大
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

７
月
24
日
（
木
）
か
ら
27
日
（
日
）

の
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
韓
国
忠
清
北

道
に
あ
る
忠
清
大
学
で
日
本
語
通
訳
、

歯
科
衛
生
、
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
、
放
送

広
告
制
作
を
学
ん
で
い
る
学
生
９
人
と

教
授
１
人
が
芦
北
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
敷
本
陣
桝
屋
で
行
わ
れ
た
歓
迎
式

で
、
町
国
際
交
流
協
会
の
宮
島
副
会
長

が
「
海
・
山
・
温
泉
な
ど
の
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
芦
北
町
へ
よ
う
こ

そ
。
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
芦
北
町
で

の
滞
在
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
忠
清
大
学

の
金 

洪
洙
教
授
は
「
今
回
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
韓
国
の
若
者
が
自
分
の
目
で

見
て
耳
で
聞
き
な
が
ら
直
接
体
験
し
た

こ
と
は
、
彼
ら
の
日
本
観
、
人
生
観
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
感
謝

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
品
の
交
換
の
後
、
自
己
紹
介
や
受

け
入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
間
、
田

浦
保
育
所
園

児
と
の
交
流

会
、
湯
の
香

ま
つ
り
な
ど

に
参
加
し
ま

し
た
。

　７月２５日（金）、JICA（独立行政法人国際協力
機構）の橋本栄治理事が芦北町を訪問され、芦北
高校林業科の生徒に「国際協力 Yesterday - Today 
and Tomorrow」と題して講演を行いました。
　橋本理事は、JICA の国際協力の現状や芦北高校
が行っているフィリピンの森づくりなどについても
触れられ、ゆっくりでもいいから着実に歩んでいっ
てくださいと話されました。その後、竹﨑町長と町
が取り組んでいる国際交流事業などについて懇談さ
れました。

↑
芦
北
町
か
ら
忠
清
大
学
へ
の
記
念
品

←
忠
清
大
学
か
ら
芦
北
町
へ
の
記
念
品 保育園児からのプレゼント

　芦北でのホームステイ前にホストファミリーのみなさんと記念撮影

ＪＩＣＡ橋本理事来町
芦
北
高
校
で
講
演
を
行
う
橋
本
理
事
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　介助員養成講習

　７月１０日（木）から１５日（火）にかけ
て、大野中学校２年生２３人が家庭看護法介
助員養成講習を受講しました。
　講習内容は、生活全般における介助の実際
を学ぶもので、「からだの移動の介助」「車椅
子の介助」「衣服の交換」「食事や排泄の介助」

「清潔の介助」「床ずれの予防」などの講習を
受けました。

平成 20 年度町民体育祭　種目別大会結果
男女ゲートボール大会
　◆開催日　７月６日（日）　◆場所　湯浦運動場　
　　男子　優勝　大東体協　　２位　田浦体協　　３位　佐敷体協　　４位　湯浦体協
　　女子　優勝　大東体協　　２位　佐敷体協　　３位　田浦体協　　４位　湯浦体協
卓球大会
　◆開催日　７月６日（日）　◆場所　環境改善センター　
　　優勝　田浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　湯浦体協　　４位　大東体協
クレー射撃大会
　◆開催日　７月６日（日）　◆場所　湯浦射撃場　
　　優勝　佐敷体協　　２位　湯浦体協　　３位　大東体協
ボウリング大会
　◆開催日　７月６日（日）　◆場所　芦北ボウル　
　　優勝　佐敷体協　　２位　湯浦体協　　３位　大東体協
男女バレーボール大会
　◆開催日　７月１３日（日）　◆場所　スカイドーム　
　男子　優勝　大東体協 B　　２位　大東体協Ａ
　女子　優勝　大東体協Ａ　　２位　田浦体協

　芦北町童話発表会
　童話に親しみ、読書意欲の向上と、心豊な人
間の育成を図るため、７月２３日（水）に社会
教育センターで芦北町童話発表会が開催されま
した。
　優秀賞受賞者は、8 月 1 日につなぎ文化セン
ターで行われた芦北・水俣地方童話発表大会に
出場しました。

　入賞者は、次のとおり（敬称略）
▽ 1 年　優秀賞　尾川　航（内野）　入　賞　荒川優斗（田浦）、吉田麻子（計石）
▽ 2 年　優秀賞　桑本七海（佐敷）　入　賞　宮島杏華（内野）、高森美羽（大野）
▽ 3 年　優秀賞　濱田健照（佐敷）　入　賞　鬼塚大輝（湯浦）、宮島萌華（内野）
▽ 4 年　優秀賞　柳田将汰（内野）　入　賞　石村　星（計石）、告　衿香（大野）
▽ 5 年　優秀賞　山本いりあ（佐敷）　入　賞　鬼塚遼汰（湯浦）、漆谷未来（大野）
▽ 6 年　優秀賞　平江満充帆（佐敷）　入　賞　池田梨紗（田浦）、坂本こころ（大野）

　７月１５日（火）、平成２０年度ニッセイ
財団生き生きシニア活動顕彰の受賞報告に芦
北竹友会の山本会長が訪れました。
　芦北竹友会は、平成１４年から活動を始め
られ、現在６０歳以上の会員２８名が週２回
の作品づくりを行っています。また、児童、
親子会、老人会など幅広い世代に向けた竹細
工教室も開催しており、伝統工芸の継承（竹
細工）の活動が認められ今回の受賞となりま
した。　

生き生きシニア活動顕彰受賞

優秀賞の受賞者
写真後左から：平江さん、山本
さん、柳田さん　写真前左から：
濵田さん、桑本さん、尾川さん

障がい者と介助者になっての実習

　７月２４日（木）、水産資源の確保と環
境保全を目的に、今年も古石の湯浦川２箇
所と国見の佐敷川４箇所に体長５センチの
ヤマメの稚魚５０００匹を放流しました。
　放流箇所の一つの国見では大野保育所の
園児７名が参加し、「大きくなってね」と
声をかけ放流を行いました。

ヤマメさん大きくなってね

　７月２９日（火）、第５９回熊本県学校農
業クラブ連盟大会で意見発表の部とプロジェ
クト発表の部で最優秀賞を受賞した芦北高校
の生徒７名が、役場において職員１００人の
前で発表を行いました。意見発表では、林業
科２年の丁優紀子さんが「地域にひかりを灯
したい〜地域環境再生への一歩〜」と題して、
またプロジェクト発表では、林業科３年６人
による〜「地域とともに森を育て海を育む」
アマモと水辺林による地域環境保全活動〜と
題して行いました。

地域環境を考える

ヤマメの稚魚を放流する園児

発表後にあいさつする高校生

受賞報告に訪れた山本会長（写真：中）



広報あしきた　６７　広報あしきた

　後期高齢者医療保険料については、制度の円滑な運営を図るため、平成２０年６月１２日の
政府決定により、新たな保険料の軽減や保険料の支払い方法の見直しが行われました。

　７月に、平成２０年度の後期高齢者医療保険料額決定通知書・特別徴収開始通知書等
を送付しましたが、下記の対象となる方については、保険料が更に軽減されます。
８月に送付します減額後の保険料額変更決定通知書にてご確認ください。

　年金から差引（特別徴収）される方については、下記のいずれかの要件を満たすと、
手続きにより口座振替（普通徴収）に変更することができます。

※お問い合わせ
　住民生活課医療年金係　　　　　　☎８２−２５１１（内１４１・１４２）
　熊本県後期高齢者医療広域連合　　☎０９６−３６８−６５１１

保険料のお支払い方法の選択ができます

後期高齢者医療保険料が見直されました

保険料の軽減割合を拡大します

【対象となる方】

① 均 等 割 額（ ４ ６, ７ ０ ０ 円 ） が
７ 割 軽 減 さ れ て い る 方（ 年 額
１４, ０００円）

　均等割額が
　一律８．５割軽減となります。
　　　（年額６, ９００円）

②「保険料のもととなる所得金額」
が５８万円（年金収入２１１万円）
以下の方

　　所得割額が
　　一律５割軽減となります。

①　国民健康保険の保険税を滞納することなく納付されていた世帯主（被保険者
　本人）が本人の口座から口座振替により納付する場合
②　年金収入が１８０万円未満の方で、世帯主、または配偶者の口座より納付す
　る場合

安全安心なまちづくり
　７月 15 日（火）、役場大会議室で芦北町生
活安全安心推進講演会が開催され、約１２０
人が参加されました。
　芦北警察署より町内の犯罪概要についての
報告があり、その後、熊本県警察本部生活安
全企画課犯罪抑止対策室の春野慎治室長が

「安全・安心な熊本づくりを目指して〜地域
社会との連携と協働〜」と題して講演を行い
ました。

　７月８日（火）、芦北町と芦北警察署との
間で「暴力団員による町営住宅等の使用制限
に関する協定書」の調印式が役場で行われま
した。
　協定の主な内容は、「暴力団員であるか否
かを確認するための警察からの情報提供、個
人情報の適正管理及び必要な支援を行うこ
と」となっています。

※保険料をお支払いされた方は、所得税及び住民税の社会保険料控除が適用されます。
　①保険料を支払った本人に適用
　②口座振替により保険料を支払った世帯主又は配偶者に適用

　

熊
本
県
、熊
本
県
教
育
委
員
会
、

市
町
村
、
熊
本
県
海
と
渚
環
境
美

化
推
進
委
員
会
が
主
催
し
た
、
平

成
20
年
度
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の

川
と
海
づ
く
り
デ
ー
に
併
せ
て
、

７
月
21
日
に
鶴
ケ
浜
海
水
浴
場
と

御
立
岬
海
水
浴
場
に
分
か
れ
て
、

約
１
２
０
人
が
海
岸
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
各
市
町
村
で
く
ま
も
と
の

川
と
海
を
守
る
た
め
、
県
内
の
河

川
及
び
海
岸
の
一
斉
清
掃
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

ま
た
、
７
月
19
日
に
は
、
町
内

建
設
業
組
合
が
役
場
か
ら
海
浜
総

合
公
園
ま
で
と
田
浦
基
幹
支
所
か

ら
御
立
岬
海
水
浴
場
間
の
２
班
に

分
か
れ
て
海
岸
線
一
帯
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

調印終了後に握手を交わす平下芦北警察
署長（写真：左）と竹﨑町長

犯罪抑止対策室長の春野氏による講演

くまもと・みんなの川と海づくりデー
鶴
ケ
浜
海
水
浴
場
で
の
清
掃
活
動

沿
道
を
清
掃
す
る
建
設
業
組
合
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新
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た　
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

農地に関する相談員
それぞれの担当地区ごとに農地に関する相談を受けます。
お気軽にご相談ください。

　

任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
20
人
と
町
議

会
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
６
人
の
合
計
26
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
長
に
片
山
幸
弘
さ
ん
副
会
長
に
有
吉
洋
一
さ
ん
が
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
及
び
地
区
担
当
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
①
担
当
地
区　

②
電
話
番
号

③
役
職
名　

④
公
選
・
選
任
（
推
薦
母
体
）
の
別
）

阪口修一

①
海
浦

②
８
７
ー
１
４
３
９

④
公
選

今嶋義郎

①
鶴
木
山
・
計
石
西
・
計
石
・

白
岩
・
花
西
・
芦
北

②
８
２
ー
２
２
３
０

④
公
選

①
吉
尾
・
市
居
原
・
箙
瀬
・
高

田
辺
・
海
路
・
内
木
場
・
上
原

②
８
３
ー
０
４
０
７

④
公
選

①
道
川
内
東
・
道
川
内
西
・
町

４
区
・
花
北
・
花
東
・
諏
訪

②
８
２
ー
３
１
３
３

④
公
選

①
乙
千
屋

②
８
２
ー
２
８
６
４

④
選
任
（
町
議
会
）

内園藤夫川口　登

桑原房喜

①
田
川
・
庵
の
山
・
寒
気

②
８
２
ー
２
２
８
７

④
公
選

塚本　壽

①
伏
木
氏
・
桑
原
・
八
幡
・
宮

浦②
８
２
ー
３
１
４
１

④
公
選

①
松
生
・
大
尼
田
・
立
川

②
８
３
ー
０
６
６
０

④
公
選

①
永
谷
・
黒
岩
・
大
岩
１
・

大
岩
２
・
岩
屋
川
内

②
８
３
ー
０
１
０
２

④
公
選

立場　弘岩口猶敏

吉尾　博

①
天
月
・
白
石

②
８
４
ー
０
１
０
５

④
選
任
（
町
議
会
）

才守　久

①
東
告
・
西
告

②
８
４
ー
０
７
０
３

④
選
任
（
町
議
会
）

①
市
野
瀬

②
８
４
ー
０
３
３
２

④
公
選

宮原千代子一谷代継

白畑義美

①
塩
浸
・
白
木
・
屋
敷
野

②
８
４
ー
０
５
３
７

④
公
選

松﨑　馨

①
大
野
・
国
見

②
８
４
ー
０
３
７
６

④
公
選

①
福
浦
・
大
矢
・
沖

②
８
６
ー
０
８
１
８

④
公
選

①
女
島
西
・
平
生

②
８
６
ー
０
８
３
５

④
選
任
（
Ｊ
Ａ
）

小﨑良一釜　博志

今村　正

①
湯
東
・
宮
﨑
・
湯
北
・
湯
南

②
８
６
ー
０
３
２
１

④
公
選

森田　茂

①
丸
山
・
米
田

②
８
６
ー
１
２
４
０

④
公
選

①
豊
岡
・
大
川
内
東
・
大
川
内

南②
８
６
ー
１
５
５
０

④
公
選

①
高
岡
北
・
大
川
内
西

②
８
６
ー
２
１
５
６

④
選
任
（
共
済
組
合
）

内山　守山本　寛

①
田
浦
町
・
井
牟
田
・
波
多
島

②
８
７
ー
１
６
６
６

④
公
選

片山幸弘

②
８
７
ー
０
３
０
９

③
会
長

④
公
選

有吉洋一

①
高
岡
南
・
古
石
北
・
古
石
南
・

尾
奈
古

②
８
６
ー
２
１
８
２

③
副
会
長　

④
公
選

藪下時生

①
田
浦
１
・
田
浦
２

②
８
７
ー
０
３
１
２

④
選
任
（
町
議
会
）

竹下満子

竹本幸哉

①
田
浦
３
・
田
浦
４
・
横
居
木

②
８
７
ー
２
２
８
１

④
公
選

遠山省語

①
宮
浦
・
小
田
浦

②
８
７
ー
１
１
９
９

④
公
選

会
長
就
任
の
御
挨
拶

　
　
　

芦
北
町
農
業
委
員
会　

会
長　

片
山
幸
弘

　

こ
の
度
、
７
月
24
日
の
農
業
委
員
会
初
総
会
に
お

い
て
委
員
の
推
挙
に
よ
り
会
長
に
選
任
さ
れ
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
の
農
業
は
、
担
い
手
の
減
少
や
農
家
の
高
齢

化
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
構
造
的
な
問
題

に
加
え
、
国
内
外
の
産
地
間
競
争
の
激
化
、
さ
ら
に

は
食
の
安
全
・
安
心
体
制
の
確
保
な
ど
、
農
業
・
農

村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

原
油
の
高
騰
、
生
産
資
材
等
の
値
上
が
り
に
よ
っ

て
、
先
行
き
不
透
明
な
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
委
員
一
丸
と
な
っ
て
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
し
て
、
会
長
就
任
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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❶　認定農業
者等への農地
の 利 用 集 積、
経営改善支援

❷　農業委員
は地域の世話
役、農家の相
談相手

❸　農業者の声を積み上げた意
見の公表、行政への建議、諮問
答申

❺　新たな農業者年金制度の普
及と定着

❹　優良農地の確保と有効利
用、遊休農地の解消、農地情報
等の一元管理

❻　農業・農業者に関する情報提供

農業委員会はこんな仕事をしています
農地は農業の基盤であり、私たちの食糧の生産に必要な大切な資源です。農地を耕作目的
で売買・貸し借りしたり、宅地や山林などに転用し、農業以外の目的に利用するときは農
地法による許可が必要です。（申請書は農業委員会に備えています）

　

農
地
を
農
地
と
し
て
「
売
買
し
た
い
方
」「
贈
与
し
た
い
方
」

ま
た
、「
未
登
記
農
地
の
整
理
を
し
て
い
な
い
方
」
等
は
農

地
法
第
3
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
相
続
（
所
有
者
の
死
亡
）　

に
よ
る
登
記
の
場
合
、
農
業

委
員
会
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
己
用
の
転
用
（
農
家
住
宅
・
植
林
・
倉
庫
等
）
の
場
合
、

農
地
法
第
4
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
転
用
を
目
的
と
し
た
売
買
・
貸
借(

一
般
住
宅
・

資
材
置
場
等
）
の
場
合
、
農
地
法
第
5
条
に
よ
る
許
可
申
請

が
必
要
で
す
。

※
そ
の
土
地
が
農
振
農
用
地
（
農
林
水
産
課
）
に
指
定
さ
れ

て
い
る
場
合
、
そ
の
除
外
が
ま
ず
必
要
で
す
。
そ
の
手
続
き

に
約
六
力
月
程
度
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
農
地
と
し
て
貸
借
し
た
い
方
は
、
農
用
地
利
用
集

積
事
業
に
よ
る
利
用
権
の
設
定
を
し
て
下
さ
い
。

※
あ
な
た
の
小
作
契
約
は
、
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
正
式
の
小

作
契
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
再
設
定
の
手
続
き
を
！

　

現
在
小
作
契
約
し
て
い
る
農
地
を
、
都
合
に
よ
り
（
売
買
・

転
用
・
耕
作
再
開
・
労
力
不
足
等
）
中
途
解
約
し
た
い
場
合
、

両
者
の
合
意
に
よ
る
解
約
書
お
よ
び
解
約
通
知
書
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

農地の貸借
・売買

農地の転用小作の解除 利用集積
毎
月
10
日
が
申
請
手
続
き
の
締
切
日
で
す

知っておきたい農地移動の手続き

※申請前に準備して下さい
1．申請地が死亡した人の名義になっているときは、相続登記を済ませる。
2．一筆のうちの一部を申請するときは、分筆登記を済ませる。

転用許可の申請者は？
●自分の農地を転用する時　農地の所有者自身です。
●農地を買ったり、借りて転用する時　農地を転用する
　人（買主・借主）と農地所有者（売主・賃主）の両名です。
農地の所有者を含めて違反転用者には
　　　　　　　　　　　　　　厳しい措置がとられます
●県と農業委員会が工事等の中止を指導し、元の農地に復
　元させることがあります。
●これに従わない場合は、３年以下の懲役または１００万
　円以下の罰金に処せられます。
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芦北町黒崎霊苑の使用者募集

　御立岬近くの閑静な高台に霊苑を開設してい
ます。霊苑に墳墓を建てたい方を募集します。
◆名称　黒崎霊苑（くろさきれいえん）
◆区画数　６３区画（1 区画１０㎡）
◆応募の方法　環境衛生課又は田浦基幹支所に
　備付けの申請書に所定事項を記入の上、本籍
　が分かる住民票の写しを添えて提出してくだ
　さい。
◆応募できる方　①芦北町に住所を有する人で
　祖先の祭祀をつかさどる方②本町に住所を有
　しない場合は、町内に住所を有する代理人を
　定められる方
◆区画の割当　区画位置の希望は受け付けませ
　ん。受付順で､ 町が指定した区画とします。
◆永代使用料　1 区画　３００，０００円
◆その他　応募者数が予定区画数に達した時点
　で募集を締め切ります。

※お問い合わせ
　環境衛生課地域環境係   ☎ 82-2511（内 161）

障害のある方を対象とした
ＮＨＫ放送受信料の免除基準が
変わります

　平成２０年１０月１日から免除基準が次のと
おり変わります

【全額免除】
「身体障害者」「知的障害者」「精神障害者」が

世帯構成員であり、世帯全員が住民税非課税の
場合

【半額免除】
視覚・聴覚障害者が世帯主の場合
重度の障害者（身体障害者、知的障害者、精神
障害者）が世帯主の場合

◆申込先　福祉課障害者福祉係
　※１０月１日から免除を受ける場合は、事前
　　に申込をする必要があります

※お問い合わせ
　福祉課障害者福祉係　☎ 82-2511（内 152）

　厚生労働省の研究班がまとめた、現状において日本人に推奨できるがん予防法は、
①たばこは吸わない。他人のたばこの煙を可能な限り避ける。
②適度な飲酒。１日あたりエタノール量に換算して約２３ｇ程度。（ビールなら大瓶１
　本、焼酎なら１合の２／３程度）
③食事は偏らずバランスよく。（食塩をとりすぎない、野菜や果物不足にならない、熱
　い飲食物、保存・加工肉の摂取は控えめに）
④定期的な運動を。
⑤成人期での体重を維持。（太りすぎない、やせすぎない）
⑥肝炎ウイルスの感染の有無を知り、感染している場合はその治療の措置をとる。
　の６項目です。日常生活のなかで実行できるところから改善していきましょう。

【お知らせ】
　１０月５日から「選べるがん検診」を実施します。自覚症
状のないうちに「がん」を早期に発見し、治療することにより、
がんによる死亡のリスクを軽減することができます。積極的
にがん検診を受けましょう。
　がん検診の申込みがお済でない方は、保健センターまでご
連絡ください。

「ねんきん特別便」〜社会保険庁からのお知らせ〜

年金記録の確認にご協力ください。

●　緑色の封筒でお届けします。
　　・現在、年金を受けておられる方　→　４月から５月までの間
　　・現役加入者の方　　　　　　　　→　６月から１０月までの間

●　年金記録のご確認・ご回答をお願いします。
　　・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
　　・「もれ」や「間違い」がない場合にも、必ずご回答くださいますようお願いします。

※　３月末までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録にもれがある
　可能性が高い方です。
　＊まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。

※お問い合わせ
　「ねんきん特別便専用ダイヤル」　☎０５７０ー０５８ー５５５
　八代社会保険事務所　　　　　　☎０９６５ー３５ー６１１５

１　

地
域
別
最
低
賃
金

①
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場
合
に

は
、
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
活
保
護
の
施
策
と
の
整
合
性
に
も
配
慮

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
金
額

は
、
都
道
府
県
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

②
地
域
別
最
低
賃
金
額
を
下
回
る
賃
金
を

支
払
っ
た
場
合
の
罰
金
の
上
限
額
が
２
万

円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

２　

産
業
別
最
低
賃
金

　

産
業
別
最
低
賃
金
額
を
下
回
る
賃
金
を

支
払
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金

法
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、
労
働

基
準
法
の
賃
金
の
全
額
払
違
反
の
罰
則

（
罰
金
の
上
限
額
30
万
円
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
る
労
働
者
に
地
域
別
最
低
賃
金
額

を
下
回
る
賃
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
最

低
賃
金
法
違
反（
罰
金
の
上
限
額
50
万
円
）

と
な
り
ま
す
。

３　

適
用
除
外
規
定
が
見
直
し

　

障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の
低
い

者
な
ど
に
対
す
る
最
低
賃
金
の
適
用
除
外

が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減
額
特
例
が

新
設
さ
れ
ま
す
。

４　

派
遣
労
働
者
の
適
用
最
低
賃

金
の
変
更

　

派
遣
労
働
者
に
は
、派
遣
先
の
地
域（
産

業
）
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

５　

最
低
賃
金
額
の
表
示
が
時
間

額
の
み
に

　

時
間
額
、
日
額
、
週
額
又
は
月
額
で
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
最
低
賃
金
額
の

表
示
単
位
が
、時
間
額
の
み
と
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
し
た

９月は「がん制圧月間」です
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国民健康保険税　　２期
町県民税　　　　　２期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

８月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　９月　１日（月）
●口座振替日　８月２５日（月）

広報あしきた　14

田浦子育て支援センター　９月の行事
　９日（火）絵本や紙芝居の読み聞かせ
１６日（火）ダンスをしよう
２０日（土）運動会
２４日（水）おもちゃを作って遊ぼう
２９日（月）身体測定・誕生会
※運動会は保育所と一緒に参加します。
　気軽に参加できますのでみなさんどうぞおいで下さい。
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）　☎８７−００３４

お
知
ら
せ

　

労
働
者
と
事
業
主
の
ト
ラ
ブ
ル
を

　

解
決
し
ま
す
！

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト

や
解
雇
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お

こ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」

「
で
き
る
だ
け
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
ー
３
３
３
ー
２
７
５
３

　

引
揚
者
の
み
な
さ
ま
へ

 　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通

貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

❶　

戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ

た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

❷　

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、総
領
事
館
、

日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以
上
は
返

還
の
お
申
し
出
が
な
く
、
現
在
も
税
関
に
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

長
崎
税
関
監
視
部　

　

☎
０
１
２
０
ー
８
２
８
ー
６
８
０

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

は
事
業
主
の
義
務
で
す

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
環
境

を
悪
化
さ
せ
、
被
害
を
受
け
た
労
働
者
の
働

く
意
欲
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
企
業
に

と
っ
て
は
生
産
性
の
低
下
、
イ
メ
ー
ジ
の
低

下
等
見
逃
せ
な
い
問
題
で
す
。

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
事
業
主
や

男
女
労
働
者
か
ら
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く)

▼
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
第
２
・
第
４
木
曜
日

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
が
相

談
を
受
け
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
６
ー
３
５
２
ー
３
８
６
５

　

平
成
20
年
度
甲
種
防
火
管
理
者

　

資
格
取
得
講
習
会
開
催

　

消
防
法
第
８
条
の
規
程
に
よ
り
、
多
数
の

者
が
出
入
り
し
、
勤
務
し
、
又
は
居
住
す
る

防
火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
者
の
選
任
が
必

要
で
す
。

▼
期
日　

９
月
18
日(

木)

、
19
日(

金)

▼
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部

▼
受
付
期
間　

８
月
18
日（
月
）〜
29
日(

金)

▼
定
員　

50
人
（
定
員
に
達
し
次
第
、締
切
）

▼
テ
キ
ス
ト
代　

４
０
０
０
円

※
お
問
い
合
わ
せ　

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
課

　

☎
６
３
ー
１
１
９
２

　

ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞
募
集

　
「
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

①
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
で
、
ハ
ガ

キ
に
よ
る
応
募
に
限
り
ま
す
。（
１
人
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ

き
作
品
は
１
点
限
り
と
し
ま
す
）

②
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業(

学
校
名
・
学
年)

・
応
募
部
門
（
一

般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の
部
）
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

12
月
31
日（
当
日
消
印
有
効
）

※
送
付
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ　

〒
１
０
２
ー
０
０
９
４

　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
ー
３
２

㈶
都
市
計
画
協
会
内　

ま
ち
づ
く
り
月
間
実

行
委
員
会
標
語
募
集
係

　

☎
０
３
ー
３
２
６
２
ー
３
４
９
１

　

ｊ
ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
０
８

　

学
生
等
就
職
面
接
会
の
開
催

▼
期
日　

９
月
９
日
（
火
）

▼
時
間　

13
時
〜
16
時

▼
場
所　

興
南
会
館
（
熊
本
市
）

▼
対
象
者　

大
学
・
短
大
・
高
専
等
を
来
春

卒
業
予
定
者
及
び
３
年
以
内
の
未
就
労
者

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
９
６
ー
２
１
１
ー
１
７
０
３

　

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で

　

い
る
事
業
者
を
募
集
！

　

男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
知
事
が
表
彰
し

ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
事
業
者
の
取
組
は
県
広

報
誌
等
で
県
民
に
紹
介
し
ま
す
。

▼
募
集
締
め
切
り　

８
月
29
日
（
金
）

▼
対
象
は
、
女
性
の
登
用
、
育
児
休
業
制
度

の
導
入
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
等
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
者
（
自
薦
・
他
薦
可
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
課

　

☎
０
９
６
ー
３
３
３
ー
２
２
８
７

　
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
９
月
開
催

　
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

【
こ
こ
ろ
の
故
郷
探
訪
】

　

平
成
11
年
度
に
農
林
水
産
省
選
定
「
日
本

の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ
れ
た
球
磨
村
松
谷

地
区
を
訪
れ
、
植
物
や
自
然
環
境
、
文
化
財

な
ど
を
観
察
・
見
学
し
ま
す
。

▼
期
日　

９
月
13
日
（
土
）

▼
時
間　

10
時
～
15
時

▼
場
所　

球
磨
村
松
谷
地
区

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
対
象
者　

一
般

▼
参
加
費　

２
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

９
月
３
日
（
水
）

【
企
業
・
市
町
村
環
境
行
動
取
組
展
】

　

県
内
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
企
業
と

各
市
町
村
の
環
境
保
全
活
動
を
ま
と
め
た
パ

ネ
ル
や
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　

９
月
３
日（
水
）〜
10
月
30
日（
木
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

県
環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
６
２
ー
２
０
０
０

　

く
ま
も
と
の
木
を
使
っ
た
木
製

　

遊
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　

木
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
、
森
林
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
く
ま
も
と
で

育
っ
た
木
を
使
っ
た
木
製
遊
具
を
、
幼
・
保

育
園
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
、
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
貸
出
す
る
遊
具　

①
ヒ
ノ
キ
の
積
み
木
、

②
ヒ
ノ
キ
の
棒
（
小
さ
な
円
柱
形
の
棒
を
木

枠
な
ど
に
た
く
さ
ん
入
れ
て
遊
ぶ
遊
具
で
す

が
、
積
み
木
の
一
部
に
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
）、
③
木
の
パ
ズ
ル

※
お
問
い
合
わ
せ

　

県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室　
　

　

☎
０
９
６
ー
３
３
３
ー
２
４
４
８

　
内
職
事
業
所
の
求
人
情
報
を

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
職
事
業
所
の
求
人
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
求
人
を
希
望

さ
れ
る
内
職
事
業
所
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
ー
３
５
５
ー
２
２
２
４

　町内１３店舗が参加しており、「伽哩街道」
のロゴが入った黄色いのぼりが目印です。

８月３１日（日）まで実施中
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芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
手
口

●
「
オ
レ
オ
レ
」
と
身
内
を
か
た
っ

て
「
事
故
を
起
こ
し
た
・
会
社
の
金

を
使
い
込
ん

だ
」「
す
ぐ

に
金
を
入
金

し
て
く
れ
」

な
ど
と
言
っ

て
騙
す
「
オ

レ
オ
レ
詐

欺
」

●
利
用
し
て
い
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
な
ど
の
利
用
料
金
等
の

請
求
を
行
う

「
架
空
請
求

詐
欺
」（
裁

判
所
を
名
乗

る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

●
「
社
会
保
険

庁
で
す
」
な
ど

と
公
的
機
関
を

か
た
っ
て
「
還

付
金
が
あ
り
ま

す
の
で
」
な
ど

と
言
っ
て
、
巧
み

に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
「
還
付
金

詐
欺
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

対
処
法

●
「
オ
レ
オ
レ
」
と
名
乗
る
電
話
に

は
、
慌
て
る
こ
と
な
く
、
必
ず
相
手

に
名
前
を
名
乗
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
な
さ
れ

た
場
合
、
相
手
に
連
絡
す
る
こ
と
な

く
、
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

●
公
的
機
関
が
還
付
金
等
の
連
絡
を

行
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
手
続
き
を

電
話
で
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
こ
ん
な
場
合
は
？
」「
ど
う
す
れ

ば
？
」「
お
か
し
い
？
」
場
合
は
、

芦
北
警
察
署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
振
り
込
め
詐
欺
は
、
全
体
の
件
数
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
被
害
額
が
過
去
最
高
に
な
る
な
ど
、
依
然
多
発
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
と
き

・
前
日
ま
で
に
比
べ
て
、
急
に
気
温

が
上
が
っ
た
場
合　
　
　
　
　
　
　

・
梅
雨
明
け
を
し
た
ば
か
り
の
時

・
気
温
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、

湿
度
が
高
い
場
合

・
涼
し
い
と
こ
ろ
か
ら
暑
い
場
所
へ

移
動
し
た
時

・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
、
草
等
が
な
い

裸
地
、
砂
の
上
な
ど
で
の
運
動
や
作

業
中
の
場
合

熱
中
症
の
予
防

①　

炎
天
下
や
非
常
に
暑
い
場
所
で

の
長
時
間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

②　

外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
、
日

傘
を
さ
す
等
、
直
接
日
光
に
当
た
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③　

体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④　

こ
ま
め
に
水
分
補
給
と
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
熱
中
症
か
な
？
と

思
っ
た
ら

①　

衣
服
を
ゆ
る
め
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

②　

風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房

の
効
い
た
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

③　

冷
た
い
水
で
冷
や
し
た
タ
オ

ル
（
冷
た
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で

も
代
用
で
き
ま
す
）
を
脇
の
下
や
足

の
付
け
根
に
置
き
、
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。

④　

自
分
で
飲
め
る
よ
う
な
ら
、
水

分
補
給
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
）

を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤　

症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は

早
め
に
病
院
で
受
診
さ
れ
る
か
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意
！

気
温
が
高
い
時
な
ど
に
は
体
の
不
調
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
の
不
調
は
総
称
し
て
「
熱
中
症
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０
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／
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発
行

日
／

平
成

２
０

年
８

月
１

５
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
秀

文
社

印
刷

所

２
０

０
８

８
月

　N
o.44

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
平
成
20
年
９
月
７
日
（
日
）
ま
で

「
夏
の
常
設
展
」
を
開
催
中
で
す
。

　

新
た
な
借
用
原
画
「
は
な
き
り
ん
」「
か
ぁ
ち
ゃ
ん
」「
う

つ
ぼ
草
」
を
は
じ
め
、
当
館
所
蔵
の
原
画
及
び
リ
ト
グ
ラ
フ

の
リ
ト
グ
ラ
フ
「
盛
夏
」「
花
し
ょ
う
ぶ
」「
桃
」
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
家
族
・
お
友
達
と
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
「
夏
の
常
設
展
」 

▼
開
催
期
間　

６
月
11
日 

～
９
月
７
日

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

小
・
中
学
生

３
０
０
円　

未
就
学
児　

無
料

団
体
割
引
20
名
以
上　

一
般
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
２
６
０
円

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名　

５
割
引
き 

※
障
害
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）　

２
０
０
０
円　

小
・
中
学
生　

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の
障
害
者
１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
害
者
６
０
０
円

▼
開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

作品名「桃」

日　時　平成２０年９月１７日（水）
　　　　１８：００〜　古武道演武（戸山流抜刀術斯道会・葦北鉄砲隊・芦北太鼓）
　　　　１８：４０〜　開式行事
　　　　１９：００〜　薪能（御松囃子御能保存会・喜多流喜秀会）

場　所　佐敷城跡二の丸広場（雨天時：しろやまスカイドーム）
主　催　芦北町
入場料　１, ０００円（中学生以下無料）

【チケット販売所】　芦北町役場商工観光課、生涯学習課（田浦基幹支所内）
　　　　　　　　　芦北町立社会教育センター、しろやまスカイドーム、芦北町立温泉プール
　　　　　　　　　大野出張所、吉尾出張所

【お問い合わせ】　芦北町教育委員会生涯学習課　☎０９６６ー８７ー１１７１（内線１４５）
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